
給食だより 
 

  

 立春
りっしゅん

を迎
むか

えると暦
こよみ

の上
うえ

では春
はる

になりますが、１年
ねん

で一番
いちばん

寒
さむ

さの厳
きび

しい時
じ

期
き

でもあります。 

この時期
じ き

に流行
りゅうこう

しやすいのがウイルスなどによる感染
かんせん

症
しょう

で、予防
よぼう

には外出時
がいしゅつじ

や食事前
しょくじまえ

の手洗
てあら

い・うがいが効果的
こうかてき

です。よく体
からだ

を動
うご

かし、十分
じゅうぶん

な睡眠
すいみん

をとり、栄養
えいよう

バランスのとれた食事
しょくじ

を

朝昼夕
あさひるゆう

の3食
しょく

食
た

べて体
からだ

の抵抗力
ていこうりょく

も高
たか

めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 初午
はつうま

とは２月
がつ

になって最初
さいしょ

の「午
うま

の日
ひ

」のことです。 

この日
ひ

には、日本
に ほ ん

各地
か く ち

の稲荷
い な り

神社
じんじゃ

でお祭
まつ

りがあります。神社
じんじゃ

で祀
まつ

っている稲荷
い な り

神
しん

は、農業
のうぎょう

や商 業
しょうぎょう

の神様
かみさま

なので、一年
いちねん

の五穀
ご こ く

豊穣
ほうじょう

や、商売繫盛
しょうばいはんじょう

、家内
か な い

安全
あんぜん

をお願
ねが

いします。 

また、稲荷
い な り

神社
じんじゃ

では神様
かみさま

の使
つか

いとして“きつね”が祀
まつ

られており、狐
きつね

の好物
こうぶつ

がお揚
あ

げだ

と考
かんが

えられていたことから、初午
はつうま

の日
ひ

にはお稲荷
い な り

を食
た

べる風習
ふうしゅう

があります。 

栃木県
とちぎけん

では初午
はつうま

に“しもつかれ”を食
た

べますが、稲荷
い な り

神社
じんじゃ

へのお供
そな

え物
もの

として作
つく

られたと

いう説
せつ

もあるそうです。 
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市のHPでも

読めます！ 

節分
せつぶん

は、季節
き せ つ

の分
わ

かれ目
め

を意味
い み

しており、 

立春
りっしゅん

・立夏
り っ か

・立秋
りっしゅう

・立冬
りっとう

の前日
ぜんじつ

にそれぞれありますが、 

冬
ふゆ

から春
はる

へと季節
き せ つ

が移
うつ

り変
か

わる「立春
りっしゅん

」は、お正月
しょうがつ

と同
おな

じように

１年
ねん

が始
はじ

まる重
じゅう

要
よう

な日
ひ

と考
かんが

えられており、その前日
ぜんじつ

の節分
せつぶん

は大
おお

み

そかのような位置
い ち

づけで、昔
むかし

から特
とく

に大切
たいせつ

にされてきました。 

ちなみに、２０２５年
ねん

は立春
りっしゅん

が２月
がつ

３日
み っ か

となっているため、節分
せつぶん

は

２月
がつ

２日
ふ つ か

になります。１年
ねん

の厄払
やくばら

いとして、ご家庭
か て い

でも豆
まめ

まきをし

てみるのも、良
よ

いかもしれませんね。 

栃木県
とちぎけん

の郷土
きょうど

料理
りょうり

 ～しもつかれ～ 

 材料は鮭・にんじん・だいこん・油あげ・大豆・酒粕です。 

 「しもつかれ」は、『もったいない』と思って残しておいた年始用

の新巻鮭の頭と、冬期の食材として保存されていた節分の大豆や、

にんじん、だいこんを鬼おろしでおろして煮る料理です。 

 最近では、作る家庭も以前より少なくなってきているためか、給

食で初めて食べる子どもたちも多いようです。 

 食べなれない献立なので、苦手な子どもも多いようですが、給食
では一口でも食べてもらえるように酒粕を少なめにし，さけも頭で
はなく骨や皮をとりのぞいた身を使うなど、工夫をして作ります。                                                             
 今回は更に、『しもつカレー』として和風カレーにアレンジしてみ
ました。 

節分 
せつぶん 

初午 
はつうま 


